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昭和43年秋田県内において検出した赤痢菌

の薬剤耐性について
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秋田県衛生科学研究所茂 木 武 雄

Iまえがき
秋田県内に於て検出した赤痢菌の薬剤耐性状況 位・は集団発生時に分離した函，£1eエ函ilbの

については．毎年．秋田県衛生科学研究所報にて ~ 1 6株14%,次はSh,flAxneri • 4 (4 aを含
報告しているが．今回は、昭和45年に、県内に む）の10株8％で． Sh, f 1 e xn er i 2 a 

於て分離した赤痢菌について．互諏drootr叩わ土・ は2株l'I,であった。

四11.Chlo匹匹皿col,'Iet坤yoli涎血立 ．施設別にみた場合は．集団発生のあつた管内保

yc江の4種抗生物質に対する耐性度を調ぺたので 健所のうち．横手．角館保健所が多い。

その結果を報告する。ー・ヽ (2) 供試菌株

JI 赤痢菌菌型。供試菌株及び 昭和48年分離した赤硼菌のうち．集団架印寺

使用薬剤 の分蜘kを除く．→文磁員及び行政上の俵菌者検
(1) 赤痢菌菌型 査等で分離した第 2表の18株を用いた。即ち．

昭和48年 (1月～ 12月）に、県内各保健所 Sh• :fJ.瞑匹ri 2a-2 株． 4 a-i株． Sh,so--

及び寄生虫予防協会に於て分離した赤痢菌は、第 mei 1-1 0株である。

1表のとおり合計11 8株である。これを菌型別 （昭和48年集団発生時に検出した赤痢菌の抗生

にみた場合．集団発生時に分離した赤綱菌を含め 物質に対する耐性度の検査結果は．秋田県衛生科

て． sh,80Illl8i 1が最も多i(85株 75 ~, 2 学研兜所報第18輯に掲載した。）

第 1表
昭和48年 (1月--12月）衛生科学研究所．保健所及び

協会に於て分離した赤痢菌菌型成績 一
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註， 角館．横手，男鹿保健所の菌株数は．赤痢集団発生時に分離した赤痢菌（ 〕内菌

株数を含む
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第 2表 試験に供した赤痢菌

＇菌 型 菌株数 内 訳

lI 距．五紐mr辺a 2 寄生虫予防協会2
I 

! " 
II 位 1 痒虫予防協会1| I 

Sl h.smmil 10 秋田 6. I 寄生虫予防協会4

I 
： I l 計 18 l 
(3) 使用薬剤

次の抗生物質4種を用いた。

（［四如西e匹 Sulfate一武田薬品

工業 kk製品（以下8Mr記す。）

⑩J中止匹心亨立叫忘er一三共KK製品

・（以下CMと記す。）

(m)Tetracycli ne均drOChJ..oridemr四 lline

辛 er一日本レダリーKK製品（以下TC

と記す。 ） 

JlI検査方法

使用薬剤を滅菌蒸留水で溶解し西吐tinf'Uaian 

寒天培地を用いて．寒天乎板稀釈法により実施し

た。判定は， 87 °c.20-24時間培養後．

肉眼的に赤痢菌の発育を認めたものを耐性「＋」

とした。

IV 検査成績

抗生物質に対する耐性試験の結果は．第8表．

第4表のとおりである。即ちsh,f.lexneri 2 a 

とS.h,m立 neri4aに於ては． SM,CM, TC 

KMに対して．．低濃度の8.1 2 5, 1. 5 6, o. 8 9 

(IV) 臨.na.nvcinEulfate一三共KK製品（以下

ym1に耐性を示したのみで．いずれの薬剤に
も． 6.2 5 ~ml濃度以上の耐性菌は認められ

なかつた。年． sonne1Iに於いては．供試菌qし

てが， SM,CM,TCの8種薬剤に対して．高

濃度の100 Pmlに耐性を示したが． K.Mに

対しては． 6.2 5 rm l濃度以上の耐性菌ば認

KMと記す。） 、められなかつた。

第8表 昭和鉱8年分離赤痢菌の抗生物質に対する耐慨炎査成績
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1000I ’'Ì6' 9伶 11000 1ocxi 

.. 

第4表 8種薬剤・ 2種薬剤及び1種薬剤酎性赤痢菌．々株数 (-14-0 ~ml) 

8 種 2 種 1 種
l 薬 剤

S 曲 TC:SM-直 暉 TCCM•TC SM CM TO 

計！I 』’’ こ
』

菌 型 100 100 100 100 100 100 100 

． 
Sh.memer這 2 、．．

i 

II ’他 l I 
I 

翫 eonnei1 1 0 10 10 
， ， 

I 
計 1 8 10 10 

l : 

耐，性 率 （伶） '16.9 ?6.9 I I 

V まとめ及びむすび
昭和48年分離した赤痢菌で．集団発生時の菌

株を除いた18株について、耐性試験を実施した

結果．所謂．耐性菌と思われている 10 0 )I-ml 

濃度に耐性を示す赤痢菌は． SM,CM,TOに
それぞれlO ('1 6.9'/J)あつて．然も．この

1 0株は、 SM,CM,TC,8種薬剤の10 0 

Vml濃度に耐性を示している。

昭和43年分離赤痢菌の100 ~ml濃度耐

性率と．昭和40,41,42年を比較すれば．

第 5表、第 6表に示すように． ~M,CM,TC

それぞれに対する耐性率．又． SM,CM;TC

8種薬剤耐性率は．共に．昭和48年分離赤痢菌

の方が．高率を示している。これは，昭和48年

供試菌18株のうち，耐性度の高い 10 0＼妬nl

濃度耐性のSh,・som冶:ilが ,10株含まれている

ことによる。昭和48年に分離した赤痢菌の 75'1>

（第1表）はSh.someiであり，ヌ1)架団発生畷

離した同年Sh,8onne1の薬剤耐性率は． SM,CM 

TCに対して． 95ー100'1>の10 0 ~m 1 

．濃度に耐性を示している。このようにSh.sanne・1

が高率に検出される傾向．し力心•同菌の高濃度

薬剤酎性菌の高率になつていることは．今後とも

注目すべきことと思う。
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KMに対する 100 11/ml濃度耐性菌は．昭 が、今回実施した昭和48年分離赤痢菌にも認め

和41,42年には．検出されなかつた（第 5表） なかつた。

第 5表
昭和40. •4 1.4 2. 4 8年分離赤痢菌の抗生物質に

対する耐性検査成績

界竺
S M C M T M KMM 

-̀

耐性 耐（％性）率． 
耐性

耐（%性)率 耐菌 株性 耐（ff,性)率
耐性

菌株 菌株 菌株

4 0 9 4 8 8 8 5.1 5 0 58.2 4 9 52.1 ／／  

4 1 9 7 5 9 60.8 5 9 60.8 5 8 59.8 

゜
42 8 4 7 2・-0.6 1 8 52.9 1 8 5 2.9 

゜
4 8 ！ 1 3 • 1 0 7 6.9 1 0 96.9 10 7 6.9 

゜
第 6表

昭和40.4 1, 4 2. 4 3年分離赤痢菌の抗生物質に対する

3種薬剤． 2種薬剤及び1種薬剤耐性検査成績

＼ 薬剤 3 種 2 ｀種 1 種

>ヽ100ぬ SM  SM  SM  ・CM  
C M S M C M T C 
T c C M T C, T C 
＇ 

唱 率

／／ 

゜
゜
゜

計

内＼翡塁孟悶塁誓翡誓塁塁塁忠塁ご田酎朱 耐挙％性） 
40 94 32 340 1 1.1 l'1 18.1 50 58.2 

41 97 57 588 1 1.0 1 1.0 1 1.0 60 61.9 

42 34 6 176 12 85.8 1 2.9 19 5 5.9 

48 
i l l 

1 8 10 769 10 76.9 
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